
６ 月 定 例 会 の 日 程

　6月21日の本会議では、5人の議員が代表質問を行

い、市長はじめ市当局の考えがただされました。質問

事項は次のとおりです。

　本会議での質問などや委員会での議論の様子は、

名古屋市ウェブサイト(市会情報)からパソコンやスマ

ートフォンなどで録画中継を視聴できます。ぜひご視

聴ください。

１　河村市長3期目の市政運営について

２　持続可能な財政運営について

３　名古屋城天守閣木造復元に向けた課題について

４　文化振興の推進について

５　「ごみ屋敷対策条例」制定について

６　リニア開業を見据えた名古屋駅周辺のまちづくり

について

７　一日乗車券の24時間券化について

8　児童福祉行政に対する伊東副市長の決意について

１　市長の市政運営について
２　未来志向のまちづくりについて
  (1) まちづくりへの想い

  (2) 先進的技術を活用した公共交通

  (3) 中志段味特定土地区画整理事業の再建

３　日本一子どもを応援するマチ　ナゴヤについて
  (1) 子ども条例に対する課題

  (2) 環境保全条例上の子どもの声

４　地域課題解決における区役所の役割について
５　高齢者の交通事故防止対策について
６　人事委員会勧告に対する市長の認識について

１　これからの防災・減災について

  (1) 震災記憶及び防災意識の二つの風化と戦う施策

  (2) 障がい者等への視点を持った今後の取り組み

２　魅力ある名古屋市を目指す取り組みについて

  (1) 住み続けたい名古屋の魅力発信

  (2) 名古屋の新しいブランド力

３　名古屋城天守閣木造復元の寄附と収支計画について

４　働くことを通じた高齢者の活躍促進について

５　待機児童対策について

１　市民税減税について

２　敬老パスの利用拡大について

  (1) ＪＲ・私鉄への導入

  (2) 同行する小学生以下のお孫さんの無料化

３　日本一子どもを応援するまち名古屋について

  (1) スクールカウンセラーの配置と方向性

  (2) 市立中学校の卒業式日程

４　119番ファーストについて

１　2022年完成の505億円名古屋城天守閣木造復元の見直しについて
  (1) 市民合意の有無　(2) 過大な収支計画

  (3) 魅力あるまちにふさわしい名古屋城　

　  ア　名古屋城天守閣事業における石垣調査の重要性

　  イ　耐震、老朽化対策を施した「情報発信施設」への改善

２　福祉・医療・教育のあり方について
  (1) 敬老パスの拡大　(2) 子ども医療費助成対象の拡大

  (3) 国民健康保険制度の都道府県単位化

  (4) 市立幼稚園の閉園に関する説明

３　名古屋駅前再開発と環境影響評価制度について
４　憲法尊重擁護義務に対する市長の認識について
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代表質問から

佐藤ゆうこ 議員（減税）三輪芳裕 議員（公明） 江上博之 議員（共産）

中田ちづこ 議員（自民） 小川としゆき 議員（民進）

６月定例会は、６月16日から7月4日までの19日間にわたって開かれ、「平成29年度名古

屋市一般会計補正予算（第２号）」など市長提出案件18件、議員提出議案7件についての審

議などを行いました。

市会だよりについて

6月定例会特集号

市会だよりとは､市会の諸活動を広く周知することにより､議会への理解と関心を高めることを

目的に発行しています｡より分かりやすい紙面づくりを目指すため､平成22年６月号の市会だより

から､議員で構成する編集委員会を設置しました｡

また､議会の活動に関する情報を市民のために積極的に公開･発信するため､平成23年度から

市会だよりの毎月発行化に向け､予算要求をしてまいりました｡しかし残念ながら､河村市長から

『回数をふやすことは､必要性､費用対効果の面で疑問がある』として､毎月発行化は認められま

せんでしたので､平成29年度も現時点では年７回の発行を予定しています｡

議会の
活動 平成29年

（2017年）9月

第157号

広報なごや 市会だより

開
会

6/16

本会議

市長提出案件について
市長より提案説明

6/21～26

本会議

代表質問(→詳細は、1面)
個人質問(→詳細は、2・3面)

6/27～7/3

常任委員会

市長提出案件について
審　査

閉
会

7/4

本会議

市長提出案件などについて
議　決

■2026年に開催される第20回アジア競技大会に向けた機運醸成を図るとともに、この大会を成功に導き、愛知・名古屋の目覚ましい発展に寄与

するために全力で取り組むことを表明するため、「第20回アジア競技大会の推進に関する決議」を可決しました。決議の全文は次のとおりです。

　第20回アジア競技大会が、この愛知・名古屋で2026年に開催される。アジア競技大会

は、アジア版のオリンピックとも言われ、オリンピックに次ぐ参加選手数を誇る権威ある大会

である。

　アジアのトップアスリートによる熱戦を間近で見ることができるこの大会は、市民のスポー

ツへの関心を高め、スポーツの振興に大いに資するだけにとどまらず、地域を活性化させる

ことはもちろんのこと、ＯＣＡ（アジア・オリンピック評議会）憲章に基づき、スポーツを通じて

日本とアジアの人々が友情と相互理解を深め、平和な社会の構築にもつながるものであり、

交流人口の拡大など、この地域を一層発展させることになる。

　そして、名古屋を国内外から人を引きつける魅力ある都市とするために、アジア競技大会

のような国際的なスポーツイベントを積極的に実施していく必要がある。

　よって、名古屋市会は、大会開催に向けた機運醸成を図るとともに、来るべき第20回アジ

ア競技大会を市当局、愛知県及び関係諸団体とともに成功に導き、愛知・名古屋の目覚まし

い発展に寄与するために全力で取り組むことを表明するものである。

　以上、決議する。

　　平成29年7月4日

名　古　屋　市　会

第20回アジア競技大会の推進に関する決議

第20回アジア競技大会開催決定　PRポスター

「第20回アジア競技大会の推進に関する決議」を全会一致により可決しました


